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太陽の光を宿す日本独自の染「夢黄櫨染」
ゆめ こう ろ ぞめ

1946 年　広島県に生まれる。
1967 年　京都において作品発表をはじめる。
1975 年　第１９回シェル美術賞展（三等賞）　
　　　　  神戸製鋼美術賞展（第二席受賞）
1978 年　第３回西日本新人ビエンナーレ展（佳作賞）
1980 年　第 1３回東京ビエンナーレ展（佳作賞）
1981 年　第 15 回現代日本美術展（群馬県立近代美術館買上賞）
1982 年　ジャパン・アート・フェスティバル選抜展（ロンドン）
1990 年　第 19 回人展（文部大臣賞）
1992 年　日本人物画協会会長を務める。

画家染色アーティスト 川内  麻嗣
かわ　　うち あき　つぐ

象山（原 哲夫氏）川内麻嗣が仏画の線描を担当し、
全体の染色を奥田祐斎が「夢黄櫨染（ゆめこうろぞめ）」で

表現する夢のコラボレーション

嵐山の繊細で柔らかな水を染師「奥田祐斎」は自

由にあやつります。色は水で混ざり合い「調和の

とれた色」を争うことなく無理なく自然に生みだ

していきます。これは四季折々の自然に囲まれた

「日本」の感性だからこそ生まれた「水の染」と祐

斎が感じる所以です。奥田祐斎の染は水が創りだ

す「和」を尊ぶ「美」と言えるのです。平和で調

和のとれた日本の「美」をお楽しみください。

夢の仏画アート展
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０
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超
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成
功
し
ま
し
た
。奥田祐斎作品の特徴の一つである太筆に

よる大胆な柄きものの色変化。
左側が通常時の色、右側が強い太陽光に
あたった色。

私が、生まれ育った紀州熊野は、いまでも神話の時代の自然の生命
力が山にも川にも宿っているようなところです。山の緑の濃さにし
ても、単なる「色」を超えた陰影の強さがある。自然というのは、
人間を取り込んでしまうような恐ろしさも、その懐で守ってくれる
温かさも、両方持っている。。。子供心に自然への畏れと尊敬を抱い
ていたような気がします。駆け抜けた林や、くぐりぬけた薮、寝転
がった川辺。。。自然そのものが遊び場であり、生活の場でした。川
に行ったら魚獲りで遊んで、釣ったのは晩のおかずにして、よいも
のは売りに行く。山に行ったら、遊びながら山菜や木の実、薪を拾っ
て、それを生活の糧にする。遊んでいても、それは子どもながらに
生きるための真剣勝負。そうして自然の与えてくれるものを最大限
にもらって育った。肌で触れた自然の息吹きや鼓動が、いつか私の
中に入り込み、そして「自然」が私の細胞になったんです。

染師の源流


